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ABSTRAK 

Annisa Primasari. 2021. Analisis Strategi Pembelajaran Daring Mata Kuliah 

Dokkai 3 Pada Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang Universitas Negeri 

Jakarta Tahun Akademik 2020/2021. Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta.  

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui strategi pembelajaran yang 

digunakan pada perkuliahan Dokkai 3 di Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang Universitas Negeri Jakarta secara daring dan kendala atau kesulitan 

yang dihadapi ketika pembelajaran berlangsung. Penelitian ini menggunakan 

teori strategi pembelajaran yang dikemukakan oleh Abdul Majid, teori strategi 

membaca menurut Subadiyono dan teori strategi pembelajaran daring yang 

dikemukakan oleh Bonk dan Dennen oleh Munir. Penelitian ini menggunakan 

metode deskriptif analisis dengan teknik pengumpulan data melalui observasi, 

wawancara dan kuesioner. Berdasarkan hasil penelitian dapat disimpulkan 

bahwa pada perkuliahan Dokkai 3 di Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang 

Universitas Negeri Jakarta menggunakan beberapa gabungan strategi 

pembelajaran, yaitu strategi Purposive Creative Thinking (PCT) dan strategi 

streaming expert melalui pembelajaran tidak langsung, interaktif dan mandiri. 

Dalam pembelajaran daring terdapat kendala atau kesulitan yang terjadi. 

Kendala karena faktor eksternal adalah masalah jaringan seluler. Kemudian 

faktor internal dari mahasiswa adalah terdapat beberapa mahasiswa yang sulit 

fokus serta perkuliahan yang dirasa membosankan. Sementara kendala yang 

dihadapi oleh dosen pengampu mata kuliah adalah sulitnya melakukan kontrol 

secara langsung ketika perkuliahan berlangsung. 

 

Kata kunci: strategi pembelajaran, strategi pembelajaran membaca, strategi 

pembelajaran daring, kendala pembelajaran daring, dokkai 3 
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This study aims to determine the online learning strategies used in Dokkai 3 in 

the Japanese Language Education Study Program, State University of Jakarta 

and the obstacles or difficulties encountered during the learning process. This 

study uses the theory of learning strategies proposed by Abdul Majid, the theory 

of reading strategies according to Subadiyono and the theory of online learning 

strategies proposed by Bonk and Dennen by Munir. This study uses descriptive 

analysis method with data collection techniques through observation, interviews 

and questionnaires. Based on the results of the study, it can be concluded that 

the Dokkai 3 at the Japanese Language Education Study Program, State 

University of Jakarta uses several combinations of learning strategies, namely 

the Purposive Creative Thinking (PCT) strategy and the streaming expert 

strategy through indirect, interactive and independent learning. In online 

learning there are obstacles or difficulties that occur. Constraints due to external 

factors are cellular network problems. Then the internal factor of students is that 

there are some students who find it difficult to focus and lectures that are felt to 

be boring. Meanwhile, the obstacles faced by lecturers who support courses are 

the difficulty of direct control during lectures. 

 

Key Word: 

learning strategies, reading learning strategies, online learning strategies, online 

learning constraints, dokkai 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ABSTRACT

Annisa Primasari. 2021. Analysis of Online Learning Strategies for Dokkai 3 in 

the  Japanese  Language  Education  Study  Program,  State  University  of  Jakarta,

Academic  Year  2020/2021.  Thesis, Japanese Language Education, Faculty of 

Language and Art, State University of Jakarta.
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2020から 2021年にジャカルタ国立大学の日本語学科の従業「読解 3」の

オンライン学習の戦略の分析 

アニサ • プリマサリ 

 
annisaprimaa98@gmail.com 

概要 

 

A. はじめに 

インドネシアで一つの学ばれている外国語は日本語である。″日本

語学習は、一般的に、学生が口頭と書面の両方でコミュニケーション

できるようにすることを目的としてる″ (Sutedi, 2011, p. 39). したがって、

外国語でコミュニケーションするために学習者が習得しなければなら

ない言語スキルには、聞く、話す、読む、書く能力という 4 技能があ

る。この研究で調査される能力の 4 技能のは、読む能力である。読書

は、書かれた言語メディアを通じて著者によって伝えられたメッセー

ジを取得するために読者によって実行および使用されるプロセスであ

る。 (Tarigan, 2014, p. 7). 

ジャカルタ国立大学の日本語教育で読解を学ぶことは「読解授業」

で呼ばれる。各レベルでそれぞれの難しさがあり、レベルが高いほど、テキ

ストを読むのも難しくなる。困難さが増すにつれて、学習プロセスを促進する

ために適切で適切な学習戦略が必要になる。 

Majidによると学習戦略は、特定の教育目標を達成するために

設計されたシリーズを含む計画である (Majid, 2013, p. 

3)。適切な戦略を選択することで、学生が簡単に学習教材を受け取
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ることができるように、教育と学習の有益な雰囲気を作り出すこと

が可能性がある。特にパンデミックの間、学習はリモート（PJJ）で行われる。 

オンライン学習プロセスは、教室で行われる対面学習プロセスとは

異なる。適切な戦略だけではなく、使用する適切なメディアも必要である。 

そのため、学習プロセスが行われるときに発生するさまざまな困難や障害

である。 

そのため、本研究では、「読解3」の5学期にオンライン学習

で使用される学習戦略と、学習で直面する障害についても検討する。 

本研究で次の問題を明らかにする。 

1. オンライン学習における「読解3」学習で使用される学習戦略は何

だろうか。 

2. オンライン学習で「読解3」を学習する際に直面する障害は何だろ

うか。 

B. 研究方法 

1. ジャカルタ州立大学の日本語教育が実施しているオンライン

授業、特に読解授業の学習について調べる。 

2. LINEアプリケーションを介してグループ電話で5学期の「読

解3」授業に参加することにより、データを収集するための観察を

行なわれる。 

3. 講師へのインタビューを通じて、必要なデータを収集する。 

4. 学生に与えられたアンケートを通じて追加データを収集する。 
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5. 取得したデータを分析する。 

C. 研究結果と分析 

観察の結果に基づいて、いくつかの学習戦略が使用されてい

ることがわかる。この戦略は、間接学習戦略、インタラクティブ学

習戦略、独立学習戦略など、いくつかの戦略を組み合わせたもので

ある。間接的な学習戦略は、最初の会議、つまりファシリテーター

としての講師の役割で見ること可能性がある。最初のミーティング

では、学生たちはその日の「プレーパーク」というタイトルの資料

について、日本のプレイパークについてプレゼンテーションを行な

う。学生がプレゼンテーションをするとき、講師は時々学生に遊び

場の状態とインドネシアの状況の違いについて尋ねる。学習の最後

に、講師はその日の発表と学習の結果から結論の形でフィードバッ

クをくれる。 

インタラクティブな学習戦略は、2回目と3回目の会議で見る

ことができます。そこでは、講師は、ディスカッションするテキス

トの内容は「折りる実感」について学生が知っている最初の情報を

探索する。タイトルの意味と目的を生徒に尋ねてタイトルについて

話し合うことから始め、次に各段落を順番に読み、読み上げテキス

トの文と段落の本質を尋ねる。これは、インタラクティブな学習戦

略において、学習モデルが学生に資料への回答を提供する機会を提

供する必要があるというMajid（2013）の意見と一致している。こ

こでは、講師が質問と回答を行うことによって機会を提供する。 
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インタラクティブな戦略は、読書活動にも見られる。Subadi

yono（2014）によると、インタラクティブ戦略は、読者の知識に基づいてテ

キストの内容を予測しながら単語を読むことから始まる読書プロセスであ

る。これは、読書活動がタイトルを読み、タイトルを通してテキストの内容

を予測することから始まるという観察と一致する。講師は、テキストのタイト

ルと内容に関連する質問をすることによって、学生の背景知識を刺激す

る。 

独立した学習戦略は、第2回ミーティングの学習開始時の活

動に見ることが可能性がある。そこでは、生徒は第6章の「まとめ

る実感」というタイトルのテキストを読むように求められる。ここ

では、生徒は一緒に話し合う前に、個別に読むように求められる。

これは、生徒が他人からの指導なしに自分で学ぶというMajid（201

3）の意見と一致する。 

さらに、使用されるオンライン学習戦略は、Purposive Creative 

Thinking（PCT）戦略に含まれる。つまり、学生と学生の間、および学生と

講師の間でのディスカッションの発生である。Bonk＆Dennen by（Munir、

2009）は、学習教材に存在する問題はディスカッションによって解決でき

ると述べる。学習の中で行われたディスカッションは、日本の「遊び場」、

日本とインドネシアの遊び場の違い、そしてパンデミック時の「遊び場」の

状態についてである。 
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Purposive Creative Thinking（PCT）戦略に加えて、streaming 

expert戦略も使用します。これは最初の会議で見ることができます

。プレゼンテーションは、テキストの読み取りに関連するビデオ、

つまり日本のプレイパークに関するビデオを表示することにより、

Google Meetを通じて行われる。 

次に、アンケートの結果によると「読解 3」を学習する際に直

面した障害は、18人の学生のうち 7人が学習の障害としてネットワ

ークを感じたことを示する。もう一つの障害は、焦点を合わせるの

が難しい学生が 3人、講義中に退屈していると感じる人が 2人いる

ことである。一方、講師が直面する障害は、クラスの管理が難しい

ことである。講師の声明は「…でも問題は、生徒を直接コントロー

ルできないことである。 勉強中に時々呼ぶをしますが、返事があ

りません。 だから、それは私がコントロールできないものである。

」という。 

D. 終わりに 

本研究の結果によると、オンライン学習「読解 3」で使用され

るいくつかの戦略である。この戦略は、Purposive Creative Thinking

（PCT）戦略と、間接的、インタラクティブ、および独立した学習

に よ る streaming  expert 戦 略 で あ る 。

オンライン学習で直面する障害や困難は2つに分けることが可能性が

ある。外部要因に基づいて、ネットワークである。そして内部的に
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学生自身から来ているは学生は学習が行われるときに集中するのが

難しいと感じる。また、授業がつまらなくて、学習に集中するのが

難しいと感じる学生もいる。一方、講師が直面する障害は、学習過

程でクラスを管理することの難しである。 
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